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論文審査の要旨
非アルコーノレ性脂肪肝炎(NASH ）のモテ、ノレと してラットにおけるコ リン欠乏 L－アミ ノ
酸置換食（CDA ）誘発脂肪肝炎はヒト NASH に近似した組織像を呈するものインスリン
抵抗性などを欠く点が異なる。一方マウスではCDA 食では線維化を誘導することが出
来ない。本研究では、 NASH 進展に影響することが注目されている リポポリサッカライ
ド（LPS ）をマウス CDA モテ、ルに併用し、 LPS の肝線維化への役割およびCDA モデル
のNASH への外挿性の影響について検討した。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器病態・代謝機能制御医
学の進歩に寄与するところが大きいと認める。
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